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マウス胸腺の抗体遺伝子転写細胞の分化
安達綾希子,井 上 摩耶,大 野 理絵,城  清佳,
      長尾美沙子,宮 田 堅司
Differentiation of Immunoglobulin Gene—Transcribing Cells 
          in the Thymus of the Mouse
Akiko Adachi, Maya Inoue, Rie Ohno, Sayaka Joh, 
      Misako Nagao and Kenji Miyata
 Immunoglobulin(Ig) heavy chain gene-transcribing cell diffrentiation was investigated in the thymus of 
BALB/c mice by the Realtime PCR for membrane-bound form IgM(IgMm). The ratio of IgMm to total 
IgM(IgMt) was approximately 1 from fetus period to 14 days after the birth, and IgM transcriptions were 
almost processed to membrane-bound form. Then IgMm transcriptions decreased and secretory form 
IgM(IgMs), the difference between IgMt and IgMm, started being detected. It was concluded that thymus Ig 
gene-transcribing cells underwent the similar differential processes in which B cells developed from 
immature type having IgMm to mature type secreting IgMs in secondary lymphoid tissues.
{Received September 1,2006)
1.は じ め に
 胸腺は,発 生期 に原基に流 入した幹細胞 に由来す
るTリ ンパ球が分化増殖す る一次 リンパ器官 とされ
てい る鋤。 これまでに,マ ウス胸腺には,胎 生期か
ら抗体遺伝子を転写 している細胞が存在 し,生 後に
は種々のクラス ・サ ブクラスの抗体遺伝子転写産物
が検出され ることか ら,ク ラスス ィッチも起 きてお
り,抗 体遺伝子転写細胞が胸腺内で分化することを
示唆 した3)。また,胸 腺 と二次 リンパ器官である脾
臓 とを比較すると,IgEの 転写 に関 して明瞭な差違
が認められ ることから,胸 腺の抗体遺伝子転写細胞
は,脾 臓のB1ン パ球 とは性質が異 なることを示 し
た4)。しかし,こ の胸腺 に存在す る抗体遺伝子転写
細胞の生理的な意義は不明である。本報では,胸 腺
に存在するこれ らの抗体遺伝子転写細胞が分化す る
過程を明 らかにするために,抗 体 μ鎖遺伝子の転写
産物の うち,膜 結合型IgMの 転写産物量の加齢 に伴
う変化 をRealtime PCR法 で検討した。胸腺 では,加
齢に伴い,膜 結合型IgMの 転写産物量が減少 し,分
泌型IgMの 転写産物量が増加 して くることから,胸
腺 内の抗体遣伝子転写細胞は,Bi)ン パ球が抗原受
容体 としての膜結合型lgMを 持つ未成熟段階の細胞






マウスを用いた。出生後3週 間は母親 マウス と同居
させ,21日 齢 で分離 飼育 した。固形試料(MF,
オ リエ ンタル酵母)お よび水道水は自由に摂取 させ
た。頚椎脱 臼させたマウスを開腹 開胸 し胸腺お よ
び脾臓を摘 出した。摘出 した試料 はサ ンプルチュー
ブに入れ,直 ちに液体窒素中で凍結 した後,-8◎ 。C
で保存 した。胎生期マウスに関 しては,1晩 雌雄同
居させ翌朝交配を確認で きた場合を胎生0.5日 齢 と


















釈試料)を試料として RealtimePCR. CLineGene， 
BioFlux)を行った。反芯落液はメーカーのプロト
コールに従い， SYBR Green mix (まealtimePCR 
Master Mix，東洋紡)5μ1， forward primerおよび
reverse primer (4 pmoVμ1)を各 1μ1，15告希釈試料


















































は，7 13齢では， nt=23.9， nm=24.2， 35 13齢では，
nt=23.1， nm=24.8となり， 35日齢の方がntとnmと
の差が大きくなった。式 (1)ょっ， 7日鈴ではlog10















































胸膜ではぬ=23.9，llm=24.2となり，式 (1)より lOglOIgMrlIgMt=-0.0903，惇臓ではllt=23.4， llm=23.8 
となり， 10glO Ig珪rrlIgMt=-0.120が得られた。 b.35 B齢;胞腺および醇臓ともに， IgMtとIgMmとの差
が明瞭である。胸膜ではllt=23.1，llm=24.8となり，式 (1) より lOglOIgMrlIgMt=-0.512，碑識ではlt



























































a. H毎隷;lOglO Ig班mlIgMti島工陸生期から 14EI齢までは，ほぼ-0.1となった。すなわち，転写されて
いる IgMはほとんど摸結合型IgMmであった。その後，減少額向を示した。 b.牌藤;加齢tこ伴いlOglO
IgMmlIgMt値は減少した。
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